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参加された先生方より（今後自校で取り組みたいこと）

目指す学校像や児童・生徒像の校内共有
そもそも、『目指す学校像、生徒像』を校内で

共有しないといけないと思いました。幹なくして
枝葉にいっていないかと気付かされました。

１月29日(木)に各校の研究推進に携わる先生方が集まり、「第２回研究推進講座」が行われました。研修Ⅰ
では、「ミニチューニング」による各校実践発表及びグループ協議、研修Ⅱでは、円形の模造紙を用いたグ
ループ協議を行いました。各校の「研究主任としての取組や成果と課題」から「よさや可能性」を見出すと
共に、次年度に同僚となった先生方へ研究の方向性をどう創出していくかについて考えました。

研究or公開授業を振り返る具体的な方法
授業公開の際の、職員間の振り返り方法につい

て、写真と付箋を用いた取り組みやすいアイディアを
いただきました。次年度、さっそく試してみたい
と思います。

多様な学びの支援と評価の具体化
次年度の研究では『多様な学びをどのように支

え、評価していくか』をテーマに（中略）職員が
実践しやすく生徒が学びやすくなる『型』や『環
境』について着想を得られました。

職員を巻き込む場づくり
研究推進を自分が、という意識ではなく、いか

に巻き込んで全体で進めていくのか（中略）そう
いった場を設定することが大切だと思いました。

研修を通して目指す学校像や児童・生徒像を共有しながら、実践につながる具体的な方法で
授業改善を進める大切さを感じたよ。まずは導入しやすい小さなことから始め、先生方を巻き
込む場づくりに広げていこうね！

ご意見・ご感想はこちら↑

←過去の「マナビィ通信」は
こちら

みんなで描く、目指す学校の地図を一緒に広げよう！

＜進め方＞ ①発表者・司会・タイムキーパーを決める
②発表者は自校の取組概要を３分で説明 ③発表者は話題に
してほしい内容を１分で提示 ④２分質疑

⑤ディスカッション８分（発表者は傾聴に徹する）
⑥最後１分で気づきを共有
計15分の研修形式

＜メリット＞明確な話題提示から議論（傾聴）により気づき
が生まれ、実践改善の手がかりを得られる。

＜進め方＞ ①円形の模造紙を用意し、中央に次年度の研究
重点を記入 ②グループ内でのやり取りを通してある程度実
態を把握した上で、黄色付箋に良さや可能性（最内の円）、
青付箋に実現に向けて障壁となりそうなもの（真ん中の円）、
ピンク付箋に解決策（外側の円）を順に貼り対話しながらア
イデアを出し合う③最後に気づきや発見を全員で振り返る

＜メリット＞中心に重点を置き付箋で可視化することで多様
な意見を短時間で集約し、課題と解決策を明確にして合意
形成につなげられる。

短時間でできる！研修アイデア体験

ミニチューニング

円形の模造紙を用いたグループ協議

ここがポイント

↑過去の「共に歩まん」はこちら
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